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当な 30m×20m の領域を設定し、そのなかに入る 14 本の立木を対象とし、最良で 12 本が許容直径誤
差内での計測ができたこと，また，立木位置は実用になる計測が行えることが示されている。この際
の林内における軌跡は、調査領域内の長辺に沿う移動で Uターンをする軌跡が最良であった。一方、
斜面林では、適当な谷-尾根方向に 30m の直線をとり、その両側に 10m ずつの幅をとった領域を設定
















平成 30年 7月 31日、システム情報工学研究科において論文審査委員全員出席のもと、著者の論文に
ついて説明を求め関連事項について質疑応答を行った。その結果、国立大学法人筑波大学学位規程第
２条第４項の「大学院の行なう博士論文の審査に合格し、かつ、大学院の博士課程を修了した者と同
等以上の学力を有すること」を論文審査委員全員によって確認し、合格と判定された。 
【結論】 
上記の論文審査ならびに学力の確認結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
